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ABSTRACT

Electron energy was increased by adding a klystron to the electron acceleration 

part of the KEK positron generator. The increase of electron energy was about 10%, and 

the achieved increase of positron yield was 50%. Measurement of electron energy and 

its emittance is planned for precise studies.

電子エネルギー増強による陽電子収率の向上

1 • はじめに
高工研陽電子発生装置は、 トリスタン衝突リングに賜電子を供給するために運転されてきたが、 

実験に必要な陽電子電荷量を蓄積するのに要する時間を短くするために、陽電子電流の一層の向 
上が要請されてきた。そのための努力の一環どして、19 8 8 年春に電子ビームのエネルギー増 
強を行ない、陽電子収率の向上を図った。その結果について報告する。

2 •今回の電子エネルギー増強の方法 
陽電子発生装置電子加速部の構成は、第 1図の通りである。従来は、 この部分にクライストロ 

ン3 本 （計 7 0 M W ) を用い、約 2 4 ОМ e V の電子を得ていた。 このうち1本のクライストロ 
ンは、バンチャー部とバンチャー部直後の加速管（2 m 管 1本、 4 m 管 1本） にマイクロ波を供 
給していた。
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第 1 図 陽 電 子 発 生 装 置 電 子 加速部の構^ ^  G  :電子銃、 S H  В :サブハーモニック 

ノ、，ンチャー、 Р В :プリバンチャー、 В :バンチャー、 АС С :加速管。

昨年の本研究会での報告〗）では、 このバンチャー部にパワーを供給しているクライストロンの 

立体回路の改造として、バンチャー部のパワーを増強する配分比への変更を報告したが、 その際 
の問題点として、バンチャー直後の加速管のパワー不足を指摘していた。電子から陽電子への変 
換効率は、一次的には電子ビームのエネルギーに比例する。今回の改造は、電子加速部にクライ



ス ト 口 ン を1 本増設し、 バンチャー部及び直後の加速管のマイクロ波源として2 本のクライスト 

ロンを用い、 バンチャー部直後の加速管のパワーを増強することにネり、電子ビームのエネルギ 
一を上げて、 陽電子収率の増加を目指したものである。改 造 前 後 の 概 念 図 を 第2 図に示す。 この 
改造による電子エネルギーの増加は、2 4 M e  V ( 1 0 % ) と予想された。
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(a)
第 2 図 バ ン チ ャ ー 部 （P В、 В) 、直後の加速管 

ス ト ロ ン （К)の関係。 （3)今回の改造前。

(Ь)

(А С С) 及びクライ 
(b)改造後。

3 •電子 エネル ギー 増強 の効 果と 今後 の課 題 
改造後、 バンチ ャー部のパワーは改造前と同U にし、直後の加速管のパワーを増やして陽電子 

加速の調整を行ない、改造前のデータと比較した。 また、改造前の供給パワーに戻して調整した 
と き の デ 一夕とも比較した。 そ の 結 果 を 第 1表に示す。改造前の供給パワーに戻したときのデ一 

夕は、改造前のデ一夕とほぼ一致した。従って、パワー増強後のデータで、電子から陽電子への 
変換効率が増えているのは、今回の改造の効果であると結論できる。

第 1表 改 造 前 後 の ビ ー ム 加 速 の 際 の ビ ー ク 電 流 値 と 、
電 子 •陽 電 子 の 電 流 比

改造前 改造後 改造前のパワー 
に戻した時

(1)電 子 銃 直 後 (e_) 8.55A 8.2 A 8.2 A

(2)コンバ一夕直前（e-) 10.0 A 10.4 A 9.4 A

(3)陽 電子発生装置終端（e+) 21.0mA 31.2mA 20.4шА

(4) (3)/(2) 0.21% 0.30% 0. 22%

議論を精密にするためには、今回の改造による電子ビームのエネルギー増加分を測定する必要 
があるが、現在はまだ偏向電磁石がなく測定できていない。 この夏の改造で、 エネルギー測定系 

が整備される予定である。



また、今回の改造 による 電子から陽電子への変換効率の増加は5 0 % で、予想される電子エネ 
ル ギ 一 の 増 加 （1 0 % ) よりかなり大きぐなっている。 この要因としては、二つの事が考えられ 
る 。 一つは、 今回の改造により、エ ネ ル ギ ー 以 外 の 電 子 ビ ー ム の パ ラ メ 一 夕 （例えばエミッ タ ン  

ス） が改善された、 あるいは二つ目として、 パワ ーを 増や して 加速の調整 を行なう際 に ビ ー ム 輸 
送 系 の パ ラ メ  一 夕を調整しているので、 たまたま良い パ ラ メ 一夕が見つかったことが考えられる。 

これらの推測の当否を決めるために、 今後、電 子 ビ ー ム の エミッ タ ン ス 等の測 定を行 なって い く  

必要があろう。
更に、 バンチャ一部のパワーを増やせるようになったので、 それに最適化されたバンチャーの 

製作を検討する必要があろう。
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